
『

J
ヲ
マ
タ

婦
に
剣
道
利
が
あ
ろ
か
ら
、

も
知
れ
ぬ
。

ヲ
マ
キ

そ
れ

ι
削
聞
係
が
あ
る
か

小
牧

郎
れ川
市
照
木
院
に
凶
ず
る
畑
山
町
問
。

ヲ
マ
h
F

尾
俣

江
泊
榔
削
十
九
院
作
に
凶
ず
る

邸前前。

北
陸
七
凶
志
天
文

H
一
年
間
明
白
川
宗
締
り
加
自

に
問
附
加
し
た
僚
に
、『
民
行
く
ま

ふ
に
林
れ
ば
、
秋
篠

や
外
山
虫
、
小
限
・山
代
云
々
』
と
あ
る
小
限
も
円起で

あ
る
。

小
俣

陥
川出。

ヲ
マ
h
M

小
又

悶
v
h
t

州
州
市
花
棚
聞
に
似
す
ろ
部
町
問
。

ヲ
マ
タ
ガ
ハ

小
又
川

一
に
穴
水
川
と
も
い
ひ
、

源
を
臥
奈
川
住
谷
内
京
市
か
ら
設
し
、
東
北
枕
し
て

丸
山
・下
凶
川・
挟
石
を
鋭
、
小
父
の
問
方
一
粁
の
地

黙
に

-rっ
て
束
雨
に
折
れ
、
そ
の
米
仰
に
近
い
穴
水

の
筒
北
に
於
い
て
、
河
内
の
京
間
に
川
で
、
字
削
山
地

を
終
る
山
正
川
を
入
れ
、
京
雨
に
流
れ
て
穴
水
出向に

入
る
。
抗
向
一
九
粁
。

ヲ
マ
h
m
ミ
ヨ
ウ
ジ
ン

小
又
明
紳

以
京
胤
小
又

に
銀
座

1
る
。
文
政
削
蹴
般
に
小
X
大
例
制
祭
耐
天

間
山
大
耐
と
す
る
。
今
は
小
川λ
榊
枇
と
改
め
た
。

ヲ
マ
フ

小
間
生

川
屯
臥
奈
川
中
川
町
郷
に

邸
す
る
刊mw問
。
能
校
名
跡
芯
に

『
小
川
生
前
、
本
陥

寺
と
て
術
祭
あ
り
。
滋
監
と
て
刊
姓
あ
0
0』
と
あ

y
do
 

ヲ
マ
タ

ヲ
ム
口

小
室

付

屯

豹

川

市

山
木
院
に
M

叫
す

る
帽
加
古
川
。
古
へ
は
同
室
と
円
い
た。

明
治
巾
に
京
っ

て
東
小
笠
と
殴
め
た
。
岡
山
松
庄
に
も
小
室
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
コ
ム
ロ
で
あ
る
。

ヲ
ム
ロ
シ
ン
メ
イ
シ
ヤ

尾
霊
神
明
社

刑制咋

m

E
木
院
小
室
ハ
今
東
小
室
ぜ
の
産
土
紳
で
あ
る
。
時
H
M
m

枇
蚊
帳
に
榊
則
包
印
刷
似
結
附
山
市
制
枇
と
犯
し
て
ん

て
、
式
内
枇
た
る
こ
と
を
古
川
山
し
た
こ
と
も
あ
る

が
、
室
と
諸
と
り
類
訓
か
ら
抑
制
へ
た
り
で
、
刷
出
釈
で

ヲ
マ
l
l
ヲ
ヤ

あ
る
。
今
付
諸
凶
比
古
制
批
と
都
す
る
。

ヲ

ヤ

小

康

珠
洲
郡
限
阪
の
内
の
小
字
で
、
鵜

倒
川
の
上
杭
在
m
m
に
主
る。

ヲ
ヤ
ゴ
ウ

小
屋
倒
刑
囚
京
消
の
古
郷
名
。
小
屋

は
千
夜
と
訓
み
、
後
に
大
陸
庄
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る。
ヲ
ヤ
ナ
ギ

小

柳

石
川
榔
林
郷
に
凶
す
る
部
町
問
。

郷
村
名
義
抄
に
は
、
佐
官
小
柳
人
道
と
い
ふ
者
が
こ

こ
に
m
H
た
と
杷
し
て
ゐ
る
。
天
正
十
一
年
四
月
山
忠
臣

努
吉
の
制
札
に
も
小
柳
れ
と
あ
る
。

ヲ
ヤ
J
Z
ナ

ト

小

屋
の
湊

臥
主
制
輸
白
地
の

別
冊
刷
。
こ
の
地
古
く
小
尽
郷
で
あ
白、

後
に
は
大
屋

片
山
で
あ
っ
た
か
ら
起
っ
た
名
緋
で
あ
ら
う
。
又
親
の

抑
ほ
と
も
引
く
。
車
問
山
梨
に
、『
能
州
輸
品
に
て
、
お
や

の
税
制
刷
の
m
ほ
の
千
品
故
宮
腰
間
之
』
。

ヲ
ヤ
マ

尾
山

m
m
咋
部
下
河
合
の
内
の
小
手
。

ヲ
ヤ
マ

尾
山

天
正
八
年
総
凶
信
長
は
、
柴
凶

勝
家
配
下
山
国
を
し
て
加
引
の
一
向
一
伎
を
破
滅
せ

し
め
た
能
、
有
川

・
河
山
二
出
に
佐
久
間
叫
日
放
を
封

じ
た
。
依
っ
て
昨
日
政
は
も
と
金
持
御
坊
の
あ
っ
た
御

山
内
地
を
城
郭
と
L
、
そ
の
文
字
を
他
山
と
改
め
、

城
ド
を
も
亦

M
山
と
僻
す
る
に
主
っ
た
と
い
」
。
但

L
日
時
は
路
山
と
金
持
と
一
一名
前
び
に
行
は
れ
た
も

の
で
あ
ろ
。

ヲ
ヤ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
尾
山
神
社

2
u
m革
l
金

抑
制
附
に
在
っ
て
、
務
組
問
川
利
家
を
祭
帥
と
す

る
。
初
め
第
二
代
利
長
の
越
巾
射
水
制
守
山
に
在
域

し
た
川
、
旅
館
老
坂
村
の
物
邸
入
怖
を
原
く
山川
町
似
し

た
が
、
そ
む
後
金
拙
仰
に
入
部
す
る
に
及
ん
で
、
こ
の

物
郎
八
怖
と
同
部
阿
賂
域
内
に
在
っ
た
情
お
明
榊
と

の
榊
販
を
卯
民
山
館
に
迎
へ
て
批
山
間
を
治
目X
L
、
こ

こ
に
利
家
の
跡
阪
を
も
合
制
し
て
卯
反
入

m
gと
都

L
、
又
卯
医
山
上
に
在
っ
た
宇
多
間
則
前
祉
を
隣
地
に

還
し
た
。
是
を
以
て
そ
の
祭
儀
鄭
重
を
臨
閉
め
、
腿
H
R

九
年
に
は
一
初
士
一
統
家
総
高
に
郎
じ
て
最
花
料
を
献

備
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
利
家
が
間
三
且
に
路
去
し

た
放
を
以
て
、
三
且
に
問
あ
る
年
に
は
殊
に
阿
世
到
の

訓
郡
を
行
ひ
、
そ
の
日
に
限
'り
て
抽
出
内
を
城
中
=っ

丸
に
幣
じ
、
老
阻
以
下
悉
く
血
世
界
す
る
の
例
で
あ
っ

た
。
然
る
に
阪
滞
後
は
別
に
氏
子
な
き
を
以
て
枇
肢

を
維
持
。ず
る
能
は
ざ
る
に
至
。
、
是
等
白
柳
れ
・跡

抽
出
を
一
時
卯
反
山
天
跡
の
紳
殿
に
怒
溢
し
た
。
凶
っ

て
迎
滞
士
前
出
直
信
容
相
談
り
、
明
治
五
年
十
周
改

め
て
利
家
を
主
制
と
す
る
前
祉
を
金
谷
御
殿
の
到
に

建
設
せ
ん
こ
と
を
出
版
し
、
六
年
三
且
そ
の曲
川可
を

得
、
郷
祉
に
列
せ
ら
れ
、
十
一
且
木
段
・拝
殿
・枇
務

所
躍
的
成

L
、
十
六
日
制
鑑
を
奉
迎
し
た
。
こ
れ
と
同

時
に
前
川
利
長

・
利
判的
の
鑓
も
亦
樹
践
と
し
て
働
問

せ
ら
れ
た
。
初
め
利
長
の品聞
は
金
保
域
内
の
祉
般
に

記
ら
れ
た
が
、
凶向日
十
年
焼
失
し
た
か
ら
、
小
山町野

技
者
寺
に
濯
さ
れ
、
般
に
入
慨
笥
と
相
併
せ
ら
れ
て
町

た
。
そ
れ
を
明
治
元
年
制
仰
指
摘
禁
止
の
後
、
入
幡

町
の
卯

-K
入
幡
宮
の
制
段
と
し
、
利時間
の
像
も
亦
古

〈
か
ら
卯
反
入
柿
宮
の
宋
枇
-夫
桁
天
耐
と
麻
世
ら
れ

来
っ
た
も
の
で
あ
る
。
後
七
年
二
且
陪
山
一
抑
制
は
鯨

祉
に
池
み
、
入
年
十

一
月
4
H
V
M
日
耐
門
古
川
成
、
九
年

七
且
=
一日
給
路
堂
町
川
成
、
十
一
年
九
且
ご
十
日
能
舞

円
以
前
成
L
、
三
十
五
年
四
且

H
六
日
則
桁
官
附
川
副
に

進
み
、
六
且
十
七
日
利
長

・
利
市
を
描
枇
金
谷
榊
祉

と
都
し
た
が
、
昭
和
十
二
年
六
月
に
主
り
錨
副
り
利

協
を
能
央
部
綿
}穴
柳
に
診
し
、
間
且
末
枇
物
郎
八
臓

と
綱
総
称
明
と
は
引
出
宇
多
須
紳
祉
に
治
し
た
。

。
一
〉
凶
箆

l
祉
磁
の
凶
貨
に

大
小
万
各

一
一
服
が
あ

る
。
大
刀
の
鞠
は
長
さ
八
五
組
、
似
ロ
田
町
脈
問・
二

五
槻
o
m刊
に
片
側
削
が
あ
っ
て
、
そ
b
制
二
・四
側
、
設

さ

一一

・=
一
額
。
鞘
全
体
朱
塗
で
、
衣
袈
に
金
粉
平
時

鎗
で
叫
函
館
各
一
を
抗
き
、
栗
形
及
び
反

mdも
亦
朱
裕
一

で
あ
る
o
柄
は
跡
忽
商
務
訟
の
凶
容
と
し
、
鮫
は
銅

の
打
出
し
金
閉
山
せ
、
円
れ
は
銅
の
疏
水
側
、
柄
聞
も

朱
諒
一
で
誌
の
掠
械
が
あ
り
、
総
は
四
分
一
の
出
刷
、
切

羽
は
銅
設
些
め
に
辺
自
加
の
彫
、
卸
は
削
形
で
龍
と
市

紋
の
良
川
附
を
由
民
日
醐
・山
酬
で
施
す
o
w
A
H
H
七一ニ
・六
四

割
、
反
二
・三
五
側
、
一蹴
遣
で
制
に
片
チ
リ
の
太
他
ψ

掻
き
、
一
蹴
樋
が
あ
り
、
行
秘
で
、
地
肌
は
縫
釧
美
な

る
小
木
工
円
、
丸
、文
は
匂
鮮
か
に
直
M
A

に
採
さ
足
が

入
っ
て
民
り
、
佳
子
は

鋭
的
風
と
な
っ
て
抽
出
く
反

る
。
無
銘
で
あ
る
が
、
巾
心
裂
に
光
山
山
上
と
膨
れ
刊
け

ら
れ
る
。
こ
れ
は
光
巾
ゅ
の
作
を
ス
リ
上
げ
た
お
に
併

せ
ら
れ
る
が
、
若
し
光
忠
で
な
い
に
し
て
も
、

一
見

し
て
仙
前
一
統
の
刀
工
の
作
と
似
か
れ
ろ。

脇
指
の
刷
叩
も
朱
訟
で
、
金
粉
℃
五
加
を
仲川
〈
。
口
討
さ

四
回
柄
、
僻
口
駁
師
問
機
。
片
仰
を
有
L
、
そ
の
帆

二
腕
、
長
さ
九・
引
制
o
m
I
形
及
，ひ
反
向
も
亦
朱
設
。

柄
は
山
剛
容
背
様
訟
の
川山
容
と
し
、
鮫
付
制
捌
の
打
川
L

金
約
せ
、
円
引
は
判
官
同
校
間
分
の
一

の
金
町
、
柄
聞

も
朱
訟
に
川
市
民
の
時
粉
、
紙
付
凹
分
一
の
防
、
切
M

引は

設
認
め
郎
、鈴
は
桁

M
形
E
、活
M
W
に
秋
草
制
蛤
哨
閉
そ

鍵
鍬
・似
・銅
で
町出
川附す
る
O

M
A
H
H
さ
四

0
・五
側
、一民

一
・
一
線
、
鉛
遣
、
行
制
、
問
ひ
あ
る
小
木
工
円
の
地

肌
に
、
川
文
は
小
〕
守
の
却
な
っ
た
出
し
き
姿
な
到

し
、
日
比
子
は
乱
込
み
た
ろ
巾
九
で
あ
る
。
大
俗
上
で
、

無
銘
で
あ
る
が
仙
前
売
日
以
と
の
折
紙
を
有
す
る
。
是

等
の
二
刀
は
前
川
利
家
が
稲
狭
同
役
に
似
用
し
た
も

の
と
似
へ
ら
れ
、
間
何
回
利
酬
が
明
治
十
凶
作
お
副
に

街
地
し
た
も
の
で
、
四
十
訂
作
一

一H
M
凶
伐
に
指
定
せ

ら
れ
て
ゐ
る
c

又山川
川
耐
の
耐
門
は
、
同
作
文
化
的
防
惣
を
泣
け
た
三

附
感
門
で
、
段
上
悩
の
M
m
似
そ
鋼
板
-H
閉
校
訟

と

し
、
油
缶
創
を
立
て
、
窓
に
五
彩
の
耐
子
を
用
ひ
、

九
四
三


